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第
74
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

福
岡
県
筑
後
地
区

青
少
年
弁
論
大
会

の
ご
案
内

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
今
年
は
各
地
区
の
上
位
入
賞
者
に
よ
る

「
福
岡
県
筑
後
地
区
青
少
年
弁
論
大
会
」
が

う
き
は
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
筑
後
地
区
（
久
留
米
・大
牟
田
・柳
川
・八
女
・大
川
・

う
き
は
）
の
各
保
護
区
か
ら
選
ば
れ
た

中
学
生
12
名
、
高
校
性
６
名
に
よ
る

明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
の

若
者
ら
し
く
真
剣
に
社
会
を
見
つ
め
た
弁
論
は
、

あ
な
た
の
心
に
深
い
感
銘
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主催：筑後地区保護司会
担当：うきは保護区保護司会・うきは市青少年育成市民会議

日時

会場

問合せ

令和 6年 7月 27 日（土）　午後１時 開会

うきは市文化会館（白壁ホール）

うきは市教育委員会 生涯学習課 社会教育係 ☎ 75 ｰ 3343

うきは演劇フェスティバルうきは演劇フェスティバル

第 32 回 高校演劇うきは発表会
第 32 回 高校演劇うきは発表会

１３：３０～ 南筑高等学校 「先生の話」（村山大輔 作）

１４：３５～ 明善高等学校
「フートボールの時間」
（豊嶋了子と丸高演劇部 作）

令和６年７月１３日（土）１３： １５　開場

１０：００～ 中村学園女子高等学校 「夏芙蓉」（越智優 作）

１１：１５～ 伝習館高等学校
「舞台はソラの家ソラの部屋」
（淺井凛音 生徒創作）

（ 昼休み ）

１３：０５～ 八女高等学校
「赤で縛って、」
（堤千尋 原案、白山温帆 生徒創作）

１４：１０～ 久留米商業高等学校
「バックヤードでおにぎりを’24」
（高場光春 作）

令和６年７月１４日（日）９：４５　開場

会　場：うきは市文化会館（白壁ホール）※入場無料・全席自由
主　催：福岡県高等学校芸術・文化連盟、うきは市文化事業実行委員会

問合せ：うきは市教育委員会生涯学習課スポーツ文化振興係

　　　　　☎ 75 ｰ 3343

　県内６校の高校演劇部の精鋭が嫩葉（わかば）会の地であるうきは市へ集結！

嫩葉会は大正時代に農村の若者たちのために旗揚げされた演劇集団です。中央から遠く離れた

この地で、当時の現代演劇の最先端を走りつづけた農民演劇集団は奇跡的存在であり、

うきは市としてもその存在に注目しています。そのような演劇に縁の深いこのうきはの地で、

時代を超えて　若者たちの熱き舞台が繰り広げられます！

高校演劇の各大会以外で、複数の高校の公演を見ることのできる貴重な発表会となっています。

ぜひ、この機会に商業演劇とはまた違う高校演劇の舞台をお楽しみください。

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
強
調
月
間
で
す


